
所属学部等 保健福祉学部 作業療法学科 専攻
職氏名 教授 林優子
専門分野 小児神経学 小児リハビリテーション学 小児発達学

１．教育活動　　（平成19年度）

  (1)担当科目（学部） 人間発達学 小児科学 小児看護方法論
助産学方法論Ⅱ 卒業研究

（大学院）

  (2)教育関係
      特記事項

２．研究活動　　（平成17～19年度）

　（1)論文等 平成17年6月

平成17年12月

　（2）著書 平成17年3月

平成19年3月

平成20年3月

　(3)学会発表等 平成19年7月

平成18年6月

平成18年9月

平成18年10月

平成19年3月

平成17年5月

  (4)工業所有権等

　(5)外部資金採択状況

科学研究費補助金（代表） 件

科学研究費補助金（分担） 2 件

その他外部資金 6 件

  (6)研究関係
      特記事項

３．地域貢献活動　　（平成19年度）

  (1)審議会等委員

  (2)公開講座等
三原市保育協議会　特別支援教育
研修会

広島大学附属三原小・中・幼学校
特別支援教育研修会

福山市法人立保育所連合会職員研
修会

  (3)地域貢献
      特記事項

４．大学運営活動　　（平成19年度）

  (1)学内委員等

  (2)大学運営
      特記事項

　　　　※以上は，主要な活動について掲載しています。

細羽竜也，西村いづみ，林優子，山本映子，清水ミシェル・アイズマン，玉井ふみ，細川淳嗣，土田玲子，山
崎和子，伊藤信寿，引野里恵，堀江真由美，野村幸子，西上忠臣：三原市におけるライフステージごとの子育
て支援ニーズと地域における社会的な援助資源に関する調査　平成18年度県立広島大学研究開発助成事業成果
報告書,三原

大学内で子育て支援に関わる教員が「子育てプロジェクトチーム」を立ち上げ情報交換を行うほか、地域の求
めに応じて研究活動を行っており、その代表になっている。

附属診療センター運営委員会委員 広報企画委員会委員

発達のバリエーションと療育．2007-5-9，

特別支援教育の考え方　医療・リハビリテーションの立場から．2007-5-18，

気になる子どもたちへのアプローチ　専門医の立場から．2007-6-23，

①附属診療所での患者の対応について、幼稚園・保育園・学校・療育施設・他の医療機関との連携が重要で、
必要に応じて、文書による説明や情報提供・面談などを、時間外に行っている。
②三原市社会福祉協議会が運営を委託されている障害児通園業デーサービス「ぽぽら」の職員の研修や支援体
制のために、診察枠を使っての子どもの対応の相談や、カンファレンスを月1回ずつ定期的に行っている。
③三原市サンシープラザで、就学前の子どもの発達相談を2ヵ月に1回定期的に実施し、家族や保健師にアドバ
イスを行っている。

日本知的障害福祉協会人材育成・研修委員会委員 H19.4～H20.3

林優子，花田華名子，浅野孝，諸岡美知子：重症心身障害者の骨脆弱性の検討．日本小児神経学会総会，熊本

健康おのみち２１中間評価と見直し計画策定委員会委員長 H19.4～H20.3

子どもの「脳」の育ちと環境．林優子　18-21　少年育成ひろしま情報誌　はぐくむ創刊号

林優子：不登校を呈した発達障害児（DAMP症候群）の評価と支援．平成18年度第4回三原小児科医会研修会，
三原．

林優子：短期間の支援で反社会的行動が改善したアスペルガー症候群の1例．平成18年秋季山陽小児臨床懇話
会，広島．

林優子：アスペルガー症候群に対するソーシャルストーリーを応用した自立支援．平成19年春季山陽小児臨床
懇話会，広島．

林優子：School AMPS(School version of the Assessment of Motor and Process Skills)を用いた 発達障害
児への就学支援．2007-7-5，第49回日本小児神経学会総会，大阪

林優子：学童期の高機能広汎性発達障害児の学校適応についての検討．第48回日本小児神経学会総会，浦安

重症心身障害児施設の入所機能　林優子　重症心身障害療育マニュアル第2版　302－315　医歯薬出版

重症心身障害児に対する機能的脊髄後根切断術　林優子　福原徹　小児科　46；994～999

重症心身障害者（児）における脳波の開閉眼に対する反応－周波数分析による検討－．田村清美，平石操，郷
田直子，西平容子，中川和男，林優子，山磨康子　日本重症心身障害学会誌 30，281-285，2005．

助産学方法論Ⅰ

県立広島大学教員活動情報
保健福祉学専攻


